
（ 1 ）　2023年５月１日 第　27　号猪 之 鼻 奨 学 会 報

ご寄附のお願いと寄附金の税額控除のお知らせ
　猪之鼻奨学会は、大正４年（1915年）に創立されて以来、多くの方々からの善意の寄附金により奨学事業並びに研究助成事業を実施してき
ております。
　平成24年４月１日「公益財団法人」として、新たにスタートした猪之鼻奨学会は、「定款」に謳いますよう、医学及び薬学の研究を奨励す
ることを目的として、研究事績の優秀な者に研究費の補助、そして学資の欠乏を告げた学生に学資の貸与を行います。これらの事業を遂行す
るために、どうか皆さまのご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。
　一口5,000円ですが、ご都合により何口でも結構です。
　同封の郵便振替用紙にてお振込みください。
　ご入金を確認後、財団から税額控除証明書と領収書をお送りします。これらの書類を控除証明書として確定申告の際にお手続きください。ご
寄附いただいた寄附金については、税法上の優遇措置があります。寄附金控除額として算出し、所得税額より差し引くことで申請可能です。寄
附控除として【所得控除】もしくは【税額控除】のどちらか有利な控除を選択いただけます。年間寄附金額や所得税率によって異なりますが、
一般的に【税額控除】を選択していただきますと所得税額が少なくなります。
　今後とも、皆様方の一層のご指導ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
 公益財団法人猪之鼻奨学会　理事・評議員一同　

　

人
口
の
65
歳
以
上
の
比
率
が

７
％
を
超
え
た
社
会
を
「
高
齢

化
社
会
」
と
呼
ぶ
。
日
本
は
、

１
９
７
０
年
に
高
齢
化
社
会
と

な
り
、
１
９
９
４
年
に
は
65
歳

以
上
人
口
が
14
％
を
超
え
る

「
高
齢
社
会
」
に
突
入
し
た
。

２
０
０
７
年
に
は
、
65
歳
以
上

人
口
が
21
％
以
上
を
占
め
、「
超

高
齢
社
会
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

65
歳
以
上
人
口
の
割
合
か
ら
見

て
、
７
％
の
倍
数
を
超
え
る
社

会
構
造
を
何
ら
か
の
呼
び
方
で

表
現
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、

２
０
１
９
年
に
は
、
本
邦
の
65

歳
以
上
人
口
は
28
％
以
上
を
占

め
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
を
従
来
の
高
齢
者

あ
る
い
は
他
国
の
65
歳
以
上
と

同
等
に
考
え
て
良
い
の
か
と
い

う
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

状
況
を
表
現
す
る
言
葉
も
定
義

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
勢
の

中
で
、
日
本
の
高
齢
化
率
は
世

界
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
ど
の
国
も
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
状
況
に
日
本
は
突
入
し

て
お
り
、
他
国
の
真
似
を
し
て

い
れ
ば
何
と
か
な
る
と
い
う
状

況
で
は
な
く
、
世
界
に
先
駆
け

た
諸
々
の
対
策
を
と
っ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
医
療

の
問
題
点
・
課
題
は
明
ら
か
で

す
。
高
齢
化
と
健
康
と
は
表
裏

の
関
係
に
あ
り
ま
す
の
で
、
医

療
の
必
要
度
は
必
然
的
に
増
大

し
続
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
医
療
は
、
そ
れ
を
担
う

人
材
に
依
存
し
て
い
る
の
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高

齢
化
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
少

子
化
に
よ
り
人
材
の
相
対
量
が

加
速
度
的
に
不
足
し
て
行
く
こ

と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
い
え
ま

す
。
必
然
的
に
減
少
し
て
い
く

医
療
を
担
う
人
材
不
足
を
補
う

に
は
、
高
齢
者
の
健
康
保
全
向

上
お
よ
び
医
療
の
質
、
ひ
い
て

は
そ
れ
を
担
う
人
材
の
質
を
高

め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
対
応
し

て
行
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
同

時
に
、
高
齢
者
の
健
康
の
み
な

ら
ず
、
そ
れ
を
支
え
る
世
代
の

健
康
も
維
持
し
て
い
か
な
け
れ

ば
共
倒
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

社
会
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
、

社
会
の
疾
病
構
造
も
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
が
、
私
達
が
進
歩
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
医
学
・

薬
学
は
目
先
の
高
齢
化
に
伴
う

疾
病
構
造
の
変
化
に
囚
わ
れ
る

こ
と
な
く
広
い
領
域
で
進
歩
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
医

学
・
薬
学
の
進
歩
が
超
高
齢
社

会
に
お
け
る
健
康
・
医
療
の
原

動
力
と
な
り
ま
す
。

　

猪
之
鼻
奨
学
会
は
、
将
来
の

医
療
を
担
う
人
材
を
支
援
し
、

医
学
・
薬
学
研
究
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
医
療
向

上
の
原
動
力
を
生
み
出
し
て
い

き
ま
す
。
皆
様
の
日
頃
よ
り
の

御
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
益
々
の
御
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
追
記
】

＊ 

猪
之
鼻
奨
学
会
で
は
、
２
０
２
０

年
度
よ
り
、
ご
寄
附
を
い
た
だ
い

た
方
々
へ
心
ば
か
り
の
粗
品
を
お

送
り
す
る
こ
と
、
ま
た
個
人
に
て

2022年度　公益財団法人猪之鼻奨学会事業報告
自 2022年４月１日　至 2023年３月31日

１．事業の状況
　１　研究助成金（180万円）の助成　　内訳　各30万円　６件（一般の部：５名　若手の部：１名）
【一般の部】

所　　属 研究領域 氏　　名 研　　　究　　　課　　　題
千葉大学大学院
医学研究院 法中毒学 山岸　由和 薬物の死後変化に対する血中タンパク質の寄与に関する研究

日本大学薬学部 製剤学 鈴木　直人 共結晶化したCOX-2選択性NSAIDsの経鼻投与後の鼻粘膜表面における溶出挙動の解析

東邦大学薬学部
公衆衛生学教室 がん 山口　陽子 オルガノイドのがん化過程におけるp53/c-myc経路の重要性の検討

千葉大学大学院
医学研究院

イノベーション
再生医学 向井　務晃 iPS細胞由来巨核球・血小板製剤による骨癒合促進効果の作用機序の解明と骨折治療用

血小板製剤の開発

千葉県がんセンター 腫瘍生物学 盛永　敬郎 高度悪性化がんで高発現する転写バリアント分子のがん転移における機能解析

【若手の部】
所　　属 研究領域 氏　　名 研　　　究　　　課　　　題

千葉大学大学院
薬学研究院 天然物化学 原　　康雅 放線菌Nocardiaの産生する感染宿主との相互作用に寄与する天然物の探索とその機能解

明

　２　奨学金の貸与
　　　希望者なし
　

３　猪之鼻奨学会報の発行（11,732部）
　　薬学部　4,400部　　医学部　7,332部

猪之鼻奨学会報　第 27 号　　題字　井出源四郎（第八代千葉大学学長）

編集発行者
公益財団法人

猪之鼻奨学会
千葉市中央区亥鼻１丁目８番１号
〒 260-8670　千葉大学医学部内
電話　043－226－2509　内線 5024

創　立　1915年（大正４年）
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お
よ
び
関
係
者
各
位　

　

平
素
よ
り
公
益
財
団
法
人
猪
之
鼻
奨
学

会
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
方
々

の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
寄

附
金
は
、
下
記
の
よ
う
に
、
大
勢
の
ご
賛

同
と
ご
協
力
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
金
員
は
、
当

奨
学
会
の
事
業
費
と
し
て
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
お
蔭

様
を
持
ち
ま
し
て
２
０
２
２
年
度
に
お
け

る
助
成
件
数
は
６
件
、
総
額
１
８
０
万
円

の
研
究
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
と

ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
当
奨
学
会
の

発
展
に
理
事
・
評
議
員
共
に
更
な
る
努
力

を
重
ね
る
所
存
で
す
。
こ
こ
に
深
甚
な
る

謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

　

寄
附
件
数　
　

百
十
一
件　
　

　

寄
附
金
総
額　
四
百
六
十
九
万
七
千
六
百
九
十
九
円

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
二
一
年
度
未
計
上
分
含
む
）

　
　

二
〇
二
三
年
四
月
一
日
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道
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史

氏
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徳　

重　
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彦
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暮　
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実

飯　

島　

一　

彦

武　

者　

廣　

隆

片　

橋　

立　

秋

堀　
　
　

敬　

明

門　

山　

周　

文

野　

原　

智
恵
子

野　

口　

雅　

利

柳　

沢　

貫　

一

余　

田　
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子

二
〇
二
三
年 

 

三
月
三
十
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日
現
在

二
〇
二
二
年
度
寄
附
者
御
芳
名
（
敬
称
略
）

収　支　内　訳　書
令和４年４月１日～令和５年３月31日

公益財団法人猪之鼻奨学会 （単位：円）　

貸　借　対　照　表
令和５年３月31日現在

公益財団法人猪之鼻奨学会 （単位：円）　
科　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部
１．流動資産
現金預金
現　金 21,161 13,831 7,330
普通預金 2,090,072 1,241,386 848,686

流動資産合計 2,111,233 1,255,217 856,016
２．固定資産
（1）基本財産

基本財産有価証券 0 0 0
基本財産預金 60,030,800 60,030,800 0
土　地 0 0 0

基本財産合計 60,030,800 60,030,800 0
（2）特定資産

貸付奨学金 3,600,000 3,600,000 0
研究助成基金 18,300,000 17,900,039 399,961

特定資産合計 21,900,000 21,500,039 399,961
（3）その他固定資産
その他固定資産合計 0 0 0
固定資産合計 81,930,800 81,530,839 399,961
資産合計 84,042,033 82,786,056 1,255,977
Ⅱ　負債の部
１．流動負債
未払金 0 0 0
預り金 0 0 0
賞与引当金 0 0 0

流動負債合計 0 0 0
２．固定負債
退職給付引当金 0 0 0
修繕引当金 0 0 0

固定負債合計 0 0 0
負債合計 0 0 0
Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産 83,971,788 82,708,724 1,263,064
２．一般正味財産 70,245 77,332 △ 7,087
正味財産合計 84,042,033 82,786,056 1,255,977
負債及び正味財産合計 84,042,033 82,786,056 1,255,977

科　　　目 当年度 前年度 増　減 備考

収　

入　

の　

部

１．基本財産運用収入 　
基本財産利息収入 949 954 △ 5

２．特定資産運用収入
特定資産利息収入 7,657 28,223 △ 20,566

３．寄附金収入
寄附金収入 4,697,699 3,966,361 731,338

４．基金収入
基金収入 600,000 1,200,000 △ 600,000

５．貸付金回収収入
貸付奨学金回収収入 0 0 0

６．雑収入
受取利息 0 0 0

当期収入合計 5,306,305 5,195,538 110,767

支　

出　

の　

部

１．事業費
研究助成金（給付） 1,800,000 1,800,000 0
奨学金（貸与） 0 1,200,000 △ 1,200,000

事業費合計 1,800,000 3,000,000 △ 1,200,000
２．管理費
給料手当 619,591 603,690 15,901
旅費交通費 0 0 0
手当・謝金 0 50,000 △ 50,000
事務備品費 21,499 17,687 3,812
消耗品費 0 178,200 △ 178,200
印刷費 312,615 187,000 125,615
賃借料 72,778 0 72,778
通信運搬費 198,773 166,307 32,466
会議費 0 0 0
交際費 0 0 0
支払手数料 220,000 126,836 93,164
ホームページ関連費 11,665 11,995 △ 330
租税公課 0 0 0
記念品費 93,700 99,828 △ 6,128
修繕費 0 0 0
雑　費 99,707 33,330 66,377

管理費合計 1,650,328 1,474,873 175,455
当期支出合計 3,450,328 4,474,873 △ 1,024,545

高
額
寄
附
者
御
芳
名
（
二
〇
二
二
年
度
）

 

（
敬
称
略
）
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郎
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成
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嶋　

俊　
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村　

伸　

子

中　

村　

和　

則

嶋　

田　

俊　

恒

白　

澤　
　
　

浩

服　

部　

孝　

道

末　

永　

昌　

文

七 

夕 

の 

会

薬
学
部
昭
和
53
年
卒
業
生
有
志

薬　
　

友　
　

会

ゐ
の
は
な
同
窓
会


